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ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズｰ
ダイワ・ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド
（米ドル建て）

第35回 分配金のお知らせ

平素は、『ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズｰダイワ・ブラックストーン・プライベート・

クレジット・ファンド（米ドル建て）』をご愛顧賜り、厚く御礼申し上げます。

第35回の分配金が確定しましたので、お知らせいたします。第35回の分配金は、投資対象ファン

ド（ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド、BCRED）の分配金が引き下げられ

たことなどを受けて、前回の分配金から引き下げられました。次のページ以降では、投資対象ファン

ドの分配金の調整の背景や、プライベート・クレジットの特徴、その魅力などについてご説明いたし

ます。

引き続きお引き立て賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

2026年8月28日

分配金（１口当たり、税引前）と基準価額、分配の推移

※分配金は、収益分配方針に基づいて投資運用会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありま
せん。分配金が支払われない場合もあります。

※「分配金再投資基準価額」は、分配金（税引前）を分配時にファンドへ再投資したものとみなして計算しています。
※基準価額の計算において、管理報酬等は控除しています。

IQ EQファンド･マネジメント
(アイルランド)リミテッド

設定は・・・

運用は・・・

ダイワ・アセット・マネジメント
（ヨーロッパ）リミテッド

第35回　分配金 0.54米ドル

基準価額 97.95米ドル

分配金再投資基準価額 122.98米ドル

※2026年7月31日現在

≪分配の推移≫

（1口当たり、税引前）

0.65 米ドル

第30回

0.64 米ドル

0.63 米ドル

2026/6

分配金合計額　　　設定来：

2026/7第35回

0.61 米ドル

0.54 米ドル

分配金

0.67 米ドル

第31回

分配日（年/月）

19.88 米ドル合計：

第33回

第34回

回

第1～29回

2026/3

2026/4

2026/5

第32回

2026/2

23.62 米ドル
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投資対象ファンド（BCRED）における分配金の引き下げについて

投資対象ファンド（BCRED）では2026年6月、月次分配金（クラスI、グロスベース）

を7月分より1口当たり0.20米ドルから0.18米ドルに引き下げることを発表しました。調

整後の年率換算の配当利回りは約9.1%に相当します(1)。

今般の分配金引き下げの背景には、過去2年間でFRB（米国連邦準備制度理事会）によ

る累計1.75%ptの利下げが実施されたことに加え、クレジット市場におけるスプレッド

水準が金利上昇局面のピーク時から縮小へ向かったことなど、投資環境の変化がありま

す。こうした環境のもと、ポートフォリオの96%を変動金利建て融資が占める(2)BCRED

では、収益水準に一定の落ち着きが見られるようになりました。

BCREDの融資先企業のファンダメンタルズは総じて健全性を維持しており、また

BCREDは強固な財務基盤と保守的なレバレッジ水準を維持していることから、今後も魅

力的な投資機会を捉えるための十分な余力を有しています。今般の分配金の引き下げは、

こうした市場を取り巻く変化を踏まえたものであり、今後も引き続き、BCREDが魅力的

なリスク調整後のリターンを創出していくことを下支えするものであるとブラックス

トーンでは考えています。

プライベート・クレジットの特徴：変動金利建て融資

▪ プライベート・クレジットの金利は、市場の金利水準の変動に応じて定期的に見直される、変動金利が
一般的です。これは基準金利に、借り手企業の信用リスクに応じたスプレッド（上乗せ金利）を加えて
決定されます。基準金利は定期的に見直され、市場に応じた水準に設定されることで、受け取る金利が
変動します。なお、一般的には基準金利としてSOFR（担保付翌日物調達金利）などが使用されます。

▪ こうした仕組みにより、資金の貸し手は金利変動のリスクを抑制しながら、融資先企業の信用力に応じ
たインカム収入を得ることが期待できます。

基準金利の推移
(2008年12月末～2026年6月末、四半期)

※2021年12月末以前は、1カ月LIBOR(ロンドン銀行間取引金利)、それ以降は、CME Term SOFR1Mのデータを使用しています。
(1) BCRED（クラスI）の配当利回り（年率）は、7月の分配金を年率換算し、6月の基準価額で除したものです。(2) 2026年6月30日時点。投資対象ファンド
のポートフォリオ(融資やバンクローン等)に対する割合です。ただし、BCREDと類似のポートフォリオで、同様の企業への融資を行う非連結の合弁会社の持
ち分を除きます。変動金利建ての融資は、利払い不履行の投資を除いています。
※上記は過去の実績を示すものであり、将来の成果を示唆･保証するものではありません。

(出所) ブルームバーグ、ブラックストーンの情報を基に大和アセットマネジメント作成
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9.2% 8.3% 7.4%

4.6%

1.2%

プライベート

・クレジット

米国バンクローン 米国ハイ・

イールド債

米国投資適格債 米国株式
（※配当利回りの水準）

プライベート・クレジットの魅力：インカムがもたらす「長期投資」の重要性

▪ 市場が混乱している局面では、クレジット市場全体で一時的な評価額の下落が起きる可能性があります。
こうした混乱期を経た後、伝統的な債券市場では価格の急速な回復がみられる場合がある一方、プライ
ベート・クレジットの評価額は、市場環境や投資先企業のファンダメンタルズの変化が反映されるまで
に、一定の時間を要する傾向があります。

▪ 長期的にみると、プライベート･クレジットは、原資産である融資から得られる安定的なインカム収入に
下支えされ、伝統的な債券を上回るリターンを実現してきました。例えば2005年以降、こうしたストレス
局面を含めても、5年間投資を継続したと仮定した場合のリターンは年率6.9％以上を維持しています。こ
れは、短期的な価格変動を乗り越えながら、中長期的にインカムを積み上げることの重要性を示唆してい
ます。

▪ 加えて、プライベート･クレジットは引き続き、他の資産クラスと比較して相対的に高い利回りを維持
しており、様々な市場サイクルを通じてインカム主体の安定的な収益獲得をめざす投資家の皆さまに
とって、資産形成の「コア」となり得る資産クラスであると考えられます。

投資対象ファンド（BCRED）の強み：融資先企業の質の高さおよび強固な財務基盤(3)

資産クラスごとの利回り水準の比較(2)

(2026年3月末時点)

▪ BCREDのポートフォリオは、主に大型かつ優良な企業向けに相対での交渉により組成された、優先担保
付融資で構成されており、足元でその評価額は約780億米ドル（約12.7兆円）にのぼります。融資先企
業のEBITDA（直近12カ月）は平均2.78億米ドル（約451億円）にのぼり、またその成長率は平均で
10%（前年同期比）に達しています。また、インタレスト・カバレッジ・レシオ（収益に対する利払
い余力）も2.3倍となるなど、その堅調さを維持しています。

▪ 加えて、強固な財務基盤および十分な流動性の確保は引き続きBCREDの強みであると言えます。足元で
手元流動性資金（現金および借入可能枠）は170億米ドル（約2.8兆円）超に達します(4)。

※プライベート･クレジット：クリフウォーター･ダイレクト･レンディング･インデックス※クリフウォーター･ダイレクト･レンディング･インデックスの過去
の実績を示したものであり、当ファンドの実績とは異なります。また、当ファンドの将来の成果を示唆･保証するものではありません。※各資産は、信用リス
クや金利リスク等について、異なるリスク特性を持っており、利回りだけで単純に比較できるものではありません。上記の利回り比較はあくまでもご参考です。
(1) 5年間のローリング･リターンは、上記の期間における各四半期末を起点として5年間継続して投資した場合のリターン（年率換算）を表しています。 (2)
各資産クラスの利回りは、以下の指数に基づきます。プライベート·クレジット:クリフウォーター·ダイレクト·レンディング·インデックス、米国バンクロー
ン:モーニングスターLSTA米国レバレッジド·ローン·インデックス、米国ハイ·イールド社債:ブルームバーグ米国ハイイールド社債インデックス、米国投資適
格債:ブルームバーグ米国総合債券インデックス、米国株式:S&P500指数 (3) 2026年6月30日時点。(4) 手元流動性は、制限付預金を除いた現金および現金同
等物に、各リボルビング枠の借入に関する制限を控除した上で、すべてのリボルビング枠から借入可能な額を加えたものです。※円換算は2026年6月末時点の
為替レート(1米ドル＝162.39円)で計算しています。

※プライベート･クレジットへの投資は、一般的にファンドを通じて行います。通常、ファンドは借入れによりファンド純資産を上回る額の融資を行
う場合があること、流動性管理等のため、プライベート･クレジット以外の資産にも投資を行う可能性があるなどの理由により、プライベート･クレ
ジットに直接投資を行う場合に比べ、リスク(価格変動率)が大きくなる傾向があります。また借入コスト、ファンドの運用報酬などの追加的なコスト
は、投資家にとってリターンの低下要因となります。グラフで使用した指数は、ファンドによる借入れや追加的なコストを考慮していない指数である
ため、実際のファンドの値動きとは異なります。

(出所) クリフウォーター、モーニングスター、ブルームバーグ、ブラックストーンの情報を基に大和アセットマネジメント作成

コロナ･ショックリーマン･ショック
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四半期リターン 5年間のローリング･リターン
(1)

5年間保有した場合の
最低年率リターン：6.9％

プライベート･クレジットのリターン推移 
(2005年1-3月期～2026年1-3月期)

（年）

2021年3月末から2026年3月末まで
保有した場合の年率リターン：9.9％
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※CME Term SOFR1Mは、CME GROUPによりライセンス供与されている金利指標であり、著作権等の知的財産権、その他一切の権利は

CME GROUPに帰属します。CME GROUPは、大和アセットマネジメントが提供する商品やサービスとは関係がなく、それを推奨、宣伝を

するものではありません。また、大和アセットマネジメントが提供する商品やサービスに関わるデータの正確性・完全性等に関して一切の

責任を負いません。

※｢クリフウォーター｣、｢クリフウォーター･ダイレクト･レンディング･インデックス｣、および｢CDLI｣はクリフウォーターLLCの商標です。

｢クリフウォーター･ダイレクト･レンディング･インデックス(以下｢インデックス｣)およびそのパフォーマンスや特徴に関するすべての情報

(以下｢インデックスデータ｣)はクリフウォーターLLCが独占的に所有しており、本資料ではライセンスに基づいて参照されています。クリ

フウォーターLLCおよびその関連会社は、大和アセットマネジメント株式会社またはその商品やサービスのスポンサーではなく、これらを

推奨しておらず、また提携先ではなく、その他の関係性も有していません。インデックスデータはすべて情報提供のみを目的としており、

｢利用可能な場合に限り｣提供されるものであり、明示的であれ、黙示的であれ、いかなる種類の保証も行われません。クリフウォーター

LLCおよびその関連会社は、インデックスまたはインデックスデータの誤謬または脱漏、またはそれらの使用に起因する損害について、一

切の責任を負いません。また、いかなる第三者も、本資料で言及されたインデックスまたはインデックスデータに依拠すべきではありませ

ん。クリフウォーターLLCの書面による明示的な同意を得ることなく、インデックスデータを他に配布することは禁じられています。イン

デックスまたはインデックスデータへの言及またはその使用は、クリフウォーターLLCのウェブサイト

(https://www.cliffwaterdirectlendingindex.com/disclosures)に随時掲載される追加の注意事項および免責事項に従うものとします。
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※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

ファンドの目的・特色
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追加的記載事項
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投資リスク
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手続・手数料等
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ファンドの費用・税金
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≪当資料のお取り扱いにおけるご注意≫

 

 当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするためにダイワ・アセット・マネジメント（ヨ

ーロッパ）リミテッドが提供した情報を基に大和アセットマネジメントにより作成されたものです。 

 当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内

容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。 

 投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は大きく変動します。したがって、

投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失

は、すべて投資者に帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。 

 投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありま

せん。証券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。 

 当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性を保証するもの

ではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものでは

ありません。また、税金、手数料等を考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を

示すものではありません。 

 当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時点のものであり、今後予告なく変

更されることがあります。 

 同じ銘柄名が複数表示される場合、同一銘柄名であっても市場や通貨等が異なる場合があります。また、

銘柄名称が長い場合、名称の一部が表記されない場合があります。 

 分配金は、収益分配方針に基づいて投資運用会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束す

るものではありません。分配金が支払われない場合もあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

販売会社等についてのお問い合わせ 

► 大和アセットマネジメント フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） 

当社ホームページ   

► https://www.daiwa-am.co.jp/ 
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取扱い販売会社

日本証券業
協会

一般社団法人
資産運用業

協会

一般社団法人
金融先物
取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

岡三証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第53号 ○ ○ ○ ○

大和証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第108号 ○ ○ ○ ○

2026年7月31日　現在

販売会社名　(業態別、50音順)
(金融商品取引業者名)

登録番号

加入協会

ダイワ・ワールド・ファンド・シリーズ－ダイワ・ブラックストーン・プライベート・クレジット・ファンド（米ドル建て）

上記の販売会社は今後変更となる場合があります。また、販売会社によって、新規のご購入の取扱いを行っていない場合や、お申込み
方法・条件等が異なります。くわしくは、販売会社にお問合わせ下さい。
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